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未明童話を読み直す季節 —小川未明研究の現在—

　
　
　

古
田
足
日
・
鳥
越
信
の
死
と
「
現
代
児
童
文
学
」
の
終
わ
り

　

二
〇
一
四
年
六
月
八
日
、
児
童
文
学
評
論
家
・
作
家
の
古
田
足
日
が
亡
く
な
っ
た
。

八
六
歳
。
そ
れ
よ
り
前
、
二
〇
一
三
年
二
月
一
四
日
、
児
童
文
学
研
究
者
の
鳥
越
信
が

亡
く
な
っ
た
。
八
三
歳
。

　

古
田
足
日
は
、『
宿
題
ひ
き
う
け
株
式
会
社
』『
大
き
い
１
年
生
と
小
さ
な
２
年
生
』『
ロ

ボ
ッ
ト
・
カ
ミ
イ
』
な
ど
の
創
作
や
、
画
家
・
田
畑
精
一
と
共
作
の
絵
本
『
お
し
い
れ

の
ぼ
う
け
ん
』
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
評
論
家

で
あ
る
。
鳥
越
信
も
、
出
発
期
は
評
論
家
だ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
、
古
田
・
鳥
越
と

い
う
ふ
た
り
の
評
論
家
が
日
本
の
現
代
児
童
文
学
を
提
案
し
た
の
だ
。
ふ
た
り
の
死
は
、

今
後
、
児
童
文
学
研
究
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

古
田
と
鳥
越
が
ま
だ
早
稲
田
大
学
の
学
生
だ
っ
た
時
代
、
神
宮
輝
夫
、
山
中
恒
ら
早

大
童
話
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「「
少
年
文
学
」
の
旗
の
下
に
！
」

を
発
表
し
（『
少
年
文
学
』
一
九
五
三
年
九
月
）、「
童
話
精
神
」
か
ら
「
小
説
精
神
」

へ
の
転
換
を
う
っ
た
え
た
。
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で

の
子
ど
も
の
文
学
の
あ
り
か
た
を
見
直
し
、
新
し
い
文
学
を
模
索
す
る
議
論
が
巻
き
起

こ
る
。「
童
話
伝
統
批
判
」
と
呼
ば
れ
る
議
論
で
あ
る
。
議
論
を
引
き
受
け
て
、
現
代

児
童
文
学
が
成
立
し
た
の
は
、
佐
藤
さ
と
る
『
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
国
』
や
い
ぬ

い
と
み
こ『
木
か
げ
の
家
の
小
人
た
ち
』が
刊
行
さ
れ
た
一
九
五
九
年
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
正
か
ら
昭
和
戦
後
に
か
け
て
の
「
童
話
」
は
、
詩
的
で
象
徴
的
な
こ
と
ば
で
心
象

風
景
を
描
い
た
。「
現
代
児
童
文
学
」
は
、
も
っ
と
散
文
的
な
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
心

の
な
か
の
景
色
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
い
う
存
在
の
外
側
に
広
が
っ
て
い
る
状
況
（
社

会
）
を
描
く
。
敗
戦
後
の
子
ど
も
の
文
学
は
、
戦
争
や
、
戦
争
を
引
き
起
こ
す
社
会
を

描
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
詩
的
な
も
の
で
あ
る
童
話
は
短
編

の
か
た
ち
を
と
っ
た
が
、
散
文
性
を
獲
得
し
た
現
代
児
童
文
学
は
長
編
化
す
る
。

　

古
田
足
日
、
鳥
越
信
の
ふ
た
り
が
亡
く
な
っ
た
い
ま
、「
現
代
児
童
文
学
」
が
日
本

の
子
ど
も
の
文
学
の
あ
る
時
代
を
つ
く
っ
た
考
え
方
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
、
そ
の
時

代
が
終
わ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
　
　

小
川
未
明
批
判
と
、
未
明
的
な
主
題
の
復
権

　

一
九
五
〇
年
代
の
「
童
話
伝
統
批
判
」
の
議
論
の
な
か
で
、
批
判
が
集
中
し
た
の
は

小
川
未
明
の
童
話
だ
っ
た
。
古
田
足
日
は
、
未
明
童
話
の
こ
と
ば
を
近
代
人
の
心
に
よ

み
が
え
っ
た
呪
術
・
呪
文
と
し
（「
さ
よ
な
ら
未
明
」、『
現
代
児
童
文
学
論
』
一
九
五
九
年
、

く
ろ
し
お
出
版
所
収
）、
鳥
越
信
は
、
未
明
が
人
が
死
ぬ
、
草
木
が
枯
れ
る
、
町
が
ほ

ろ
び
る
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
主
題
を
書
い
た
と
し
て
批
判
し
た
（「
解
説
」、『
新
選
日

本
児
童
文
学
』
一
、一
九
五
九
年
、
小
峰
書
店
所
収
）。

　
「
童
話
伝
統
批
判
」
の
議
論
を
へ
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
方
向
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ

た
現
代
児
童
文
学
は
、
子
ど
も
を
成
長
の
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
よ
う
と
し
て
き
た
と

は
、
石
井
直
人
の
指
摘
で
あ
る
（「
児
童
文
学
に
お
け
る
〈
成
長
物
語
〉
と
〈
遍
歴
物

語
〉
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
」、『
日
本
児
童
文
学
学
会
々
報
』
一
九
八
五
年
三
月
）。

日
本
の
現
代
児
童
文
学
の
多
く
は
、「
一
つ
の
人
格
と
い
う
立
体
的
な
奥
行
き
を
も
っ

未
明
童
話
を
読
み
直
す
季
節  —

小
川
未
明
研
究
の
現
在—

宮

川

健

郎
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た
個
人
」
が
主
人
公
と
な
り
、「
主
人
公
が
経
験
し
た
こ
と
は
、
そ
の
内
面
に
累
積
し

て
い
っ
て
、
自ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ

己
形
成
が
行
わ
れ
る
（
ル
ビ
原
文
）」、「
成
長
物
語
」
と
し
て
書
か
れ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
農
村
の
貧
し
さ
を
何
と
か
し
よ
う
と
努
力
す
る
少
年
主
人
公
を

描
い
た
、
松
谷
み
よ
子
の
『
龍
の
子
太
郎
』（
講
談
社
、
一
九
六
〇
年
）
や
、
気
弱
な

自
分
を
変
革
し
よ
う
と
旅
に
出
る
中
学
生
が
主
人
公
の
、
今
江
祥
智
『
山
の
む
こ
う
は

青
い
海
だ
っ
た
』（
理
論
社
、一
九
六
〇
年
）
を
代
表
的
な
作
品
と
し
て
あ
げ
て
お
こ
う
。

　

そ
の
現
代
児
童
文
学
も
、
八
〇
年
代
以
降
は
、
か
な
り
変
化
す
る
。
私
が
変
わ
り
目

の
し
る
し
と
し
て
意
識
し
て
き
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
の
那
須
正
幹
の
長
編
『
ぼ
く
ら

は
海
へ
』（
偕
成
社
）
で
あ
る
。
那
須
は
、
息
苦
し
い
現
実
を
の
が
れ
て
、
死
へ
と
船

出
す
る
少
年
た
ち
を
描
い
た
。

　

一
九
五
九
年
の
鳥
越
信
が
否
定
し
、
長
く
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
た
死
の
問
題
な
ど
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
主
題
を
む
し
ろ
積
極
的
に
描
こ
う
と
し
た
の
は
、
一
九
七
五
年
に
『
き

み
は
サ
ヨ
ナ
ラ
族
か
』（
金
の
星
社
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、『
少
年
時
代
の
画
集
』（
講
談
社
、

一
九
八
五
年
）や『
ホ
ー
ン
岬
ま
で
』（
く
も
ん
出
版
、一
九
九
〇
年
）な
ど
で
話
題
に
な
っ

た
森
忠
明
だ
っ
た
。
森
忠
明
の
作
品
で
、未
明
的
な
主
題
は
、明
ら
か
に
復
活
し
て
く
る
。

　

森
の
『
少
年
時
代
の
画
集
』
も
『
ホ
ー
ン
岬
ま
で
』
も
短
編
集
だ
が
、『
少
年
時
代

の
画
集
』
に
「
楽
し
い
頃
」
と
題
さ
れ
た
一
編
が
あ
る
。
語
り
手
で
あ
る
「
お
れ
」
は
、

小
学
六
年
生
。
三
年
前
か
ら
、
ビ
ー
ル
ス
性
肝
炎
に
か
か
っ
て
い
て
、
薬
の
副
作
用

で
、
く
ち
び
る
の
右
は
し
に
枯
れ
葉
色
の
し
み
が
あ
る
。
し
み
を
気
に
し
た
か
あ
ち
ゃ

ん
は
、
ご
教
主
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
「
お
れ
」
を
つ
れ
て
い
く
。
ご
教
主
さ
ま
に
「
肝
臓

の
病
は
先
祖
の
不
徳
義
あ
ら
わ
れ
」
と
い
わ
れ
て
、
そ
こ
を
と
び
だ
し
た
「
お
れ
」
は
、

そ
の
足
で
、
友
だ
ち
だ
っ
た
沢
辺
圭
吾
の
墓
ま
い
り
に
行
く
。
病
気
の
「
お
れ
」
を
い

た
わ
っ
て
く
れ
た
沢
辺
は
、
給
食
の
と
き
に
嘔
吐
し
た
。
沢
辺
の
脳
み
そ
に
は
で
き
も

の
が
あ
り
、
彼
は
、
そ
れ
で
死
ん
だ
。
沢
辺
の
お
や
じ
さ
ん
に
た
の
ま
れ
て
、「
お
れ
」

は
、
彼
の
骨
つ
ぼ
に
彼
の
名
前
を
書
く
。
墓
前
で
、「
お
れ
」
は
、「
八
段
錦
！
」
と
さ

け
ん
で
、
ま
え
に
沢
辺
が
教
え
て
く
れ
た
、
内
臓
を
強
く
す
る
中
国
体
操
を
奉
納
す
る
。

　
『
少
年
時
代
の
画
集
』
で
、
森
忠
明
が
描
い
た
の
は
、
何
か
を
う
し
な
っ
て
し
ま
っ

た
子
ど
も
、
何
か
か
ら
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
子
ど
も
ば
か
り
だ
。「
お
ま
え
は

口
が
わ
る
い
か
ら
、
口
の
は
じ
に
し
み
な
ん
か
で
き
る
ん
だ
。
人
生
で
い
っ
と
う
楽
し

い
頃
な
の
に
、
け
ち
が
つ
い
た
み
た
い
で
や
な
ん
だ
よ
。
そ
の
口
の
が
。」
と
は
、「
楽

し
い
頃
」の
か
あ
ち
ゃ
ん
の
せ
り
ふ
だ
け
れ
ど
、『
少
年
時
代
の
画
集
』に
登
場
す
る「
お

れ
」
や
「
ぼ
く
」
の
人
生
に
は
、す
で
に
け
ち
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
家
庭
崩
壊
や
、
受
験
戦
争
で
の
敗
北
な
ど
を
経
験
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
こ
に
あ
る
「
喪
失
」
の
気
分
が
案
外
ち
か
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
…
…
、『
少
年
時
代
の
画
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
当
時
、
そ

ん
な
ふ
う
に
考
え
た
。
人
生
に
と
っ
て
重
大
な
挫
折
や
、
近
親
者
の
死
と
ぶ
つ
か
る
こ

と
を
引
き
の
ば
さ
れ
た
「
楽
し
い
頃
」
が
子
ど
も
時
代
だ
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
子
ど

も
時
代
に
も
、
明
る
い
「
光
」
の
部
分
と
「
影
」
の
部
分
が
あ
る
。
人
が
死
ぬ
、
草
木

が
枯
れ
る
、
町
が
ほ
ろ
び
る
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
を
排
除
し
て
き
た
現
代
児

童
文
学
は
、
子
ど
も
時
代
の
「
光
」
を
描
く
こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
が
（
一
九
四
八
年
生

ま
れ
の
森
忠
明
よ
り
五
歳
年
上
の
後
藤
竜
二
な
ど
を
、
そ
う
し
た
傾
向
を
代
表
す
る
作

家
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
）、
森
は
、
子
ど
も
時
代
の
「
影
」
を
あ
え
て
書
こ
う
と
し
た
。

「
光
」
と
「
影
」
と
で
、
子
ど
も
時
代
の
「
全
体
」
だ
か
ら
だ
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
児
童
文
学
／
文
学
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
と
い
う
こ
と
が
い
わ

れ
た
。
本
来
は
子
ど
も
が
読
者
の
は
ず
の
児
童
文
学
の
読
者
層
の
上
限
が
上
が
っ
て
い

き
、
児
童
文
学
は
、
大
人
の
読
み
物
に
も
な
っ
た
（
江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』

理
論
社
、一
九
八
九
年
な
ど
）。
こ
れ
は
、「
未
分
化
の
児
童
文
学
」
の
再
来
と
も
い
え
る
。

か
つ
て
、
古
田
足
日
が
未
明
童
話
を
「
未
分
化
の
児
童
文
学
」
と
し
た
の
だ
（「
自
分

の
内
に
あ
る
伝
統
の
た
た
か
い
を
」、『
日
本
児
童
文
学
』
一
九
六
一
年
一
〇
月
）。「
大

人
の
文
学
か
ら
完
全
に
分
化
し
て
い
な
い
児
童
文
学
」
の
こ
と
だ
と
い
う
。

　
　
　

未
明
を
読
み
直
す

　

現
代
児
童
文
学
の
変
化
に
と
も
な
う
よ
う
に
、
未
明
童
話
の
読
み
直
し
も
、
徐
々
に

は
じ
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

私
自
身
は
、
編
著
『
名
作
童
話
を
読
む　

未
明
・
賢
治
・
南
吉
』（
春
陽
堂
書
店
、

二
〇
一
〇
年
）
で
読
み
直
し
を
試
み
た
。
こ
れ
は
、
同
じ
版
元
か
ら
刊
行
し
た
、
や
は
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り
私
の
編
集
に
よ
る
『
名
作
童
話　

小
川
未
明
30
選
』（
二
〇
〇
九
年
）、『
同　

宮
沢

賢
治
20
選
』（
二
〇
〇
八
年
）、『
同　

新
美
南
吉
30
選
』（
二
〇
〇
九
年
）
の
三
冊
を
そ

れ
ぞ
れ
ふ
た
り
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
私
と
三
人
で
お
こ
な
っ
た
鼎
談
三
つ
を
中

心
に
編
ん
だ
書
物
で
あ
る
。

　
「
鼎
談
・『
名
作
童
話　
小
川
未
明
30
選
』
を
読
む
」
に
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

杉
み
き
子
さ
ん
と
栗
原
敦
さ
ん
で
あ
る
。
杉
さ
ん
は
、
小
川
未
明
の
故
郷
で
あ
る
高
田

で
書
き
つ
づ
け
て
い
る
児
童
文
学
作
家
、
栗
原
さ
ん
は
、
宮
沢
賢
治
や
近
現
代
詩
が
専

門
の
研
究
者
で
、小
川
未
明
文
学
館
の
創
設
に
も
か
か
わ
っ
た
方
だ
。
ど
の
鼎
談
も
、テ

キ
ス
ト
に
し
た
『
名
作
童
話
』
の
な
か
か
ら
、
ご
自
分
の
ベ
ス
ト
３
の
童
話
を
あ
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
の
だ
が
、杉
さ
ん
の
三
つ
は
、「
山
の
上
の
木
と
雲
の
話
」

「
大
き
な
蟹
」「
野
薔
薇
」
だ
っ
た
。
栗
原
さ
ん
は
、三
つ
よ
り
多
く
、「
牛
女
」「
野
薔
薇
」

「
負
傷
し
た
線
路
と
月
」「
二
度
と
通
ら
な
い
旅
人
」
を
あ
げ
た
。
私
の
30
選
は
、
未
明

童
話
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ナ
ン
バ
ー
を
な
ら
べ
た
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、

お
ふ
た
り
と
も
、や
は
り
、「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
は
は
ず
せ
な
い
と
も
発
言
し
て
い
る
。

私
が
編
ん
だ
の
は
、
未
明
童
話
の
30
選
だ
が
、
鳥
越
信
は
、「
小
川
未
明
は
俗
に
一
千

編
の
童
話
を
書
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
（「
研
究
の
領
域
と
方
法
」、

日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
日
本
児
童
文
学
概
論
』
東
京
書
籍
、
一
九
七
六
年
所
収
）。

と
こ
ろ
が
、
最
近
は
、
未
明
童
話
は
約
千
二
百
編
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
作
品
を
数
え

足
し
た
の
は
、
小
埜
裕
二
だ
。
小
埜
が
編
集
し
た
『
小
川
未
明
新
収
童
話
集
』
全
六
巻

（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
四
年
）
に
は
、『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集
』
全
一
六

巻
（
講
談
社
、
一
九
七
六
～
七
八
年
）
に
未
収
録
の
三
七
四
編
と
新
し
く
発
見
さ
れ
た

八
〇
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
う
や
く
、
未
明
童
話
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
と
い
え
る
。

　
「
新
収
」
童
話
集
で
あ
り
な
が
ら
、
編
年
体
で
作
品
を
収
録
し
た
全
六
巻
の
各
巻
解

説
は
、
未
明
童
話
の
あ
り
か
た
の
変
遷
を
よ
く
見
渡
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
私
の
30

選
も
そ
う
だ
が
、
こ
れ
ま
で
、
未
明
の
童
話
に
専
念
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
「
今
後
を

童
話
作
家
に
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
六
年
五
月
）
ま
で
の
作
品
が
よ
く
読
ま
れ
、

そ
れ
ら
を
中
心
に
考
察
さ
れ
て
き
た
。
小
埜
裕
二
は
、『
新
収
童
話
集
』
第
二
巻
の
解

説
「
静
の
気
持
と
動
の
気
持
」
で
、
未
明
の
童
話
作
家
宣
言
と
そ
れ
以
後
の
作
品
に
つ

い
て
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
「
大
正
中
期
以
降
、
未
明
の
小
説
と
童
話
は
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
激
し
く
せ
め

ぎ
あ
う
。（
中
略
）

　

こ
の
時
期
、
小
説
と
童
話
の
緊
張
は
最
高
潮
に
達
し
、
あ
る
小
説
は
童
話
化
し
、

あ
る
童
話
は
小
説
化
し
て
い
っ
た
。
私
の
考
え
で
は
、
ま
ず
小
説
の
童
話
化
が
お
こ

り
、
や
が
て
第
３
巻
に
収
録
さ
れ
る
童
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
童
話
の
小
説
化
が

お
こ
る
。
小
説
の
童
話
化
と
い
っ
た
実
験
が
あ
っ
た
た
め
に
、〈
童
話
作
家
宣
言
〉

以
後
の
未
明
童
話
の
分
化
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
人
の
読
者
向
け
に

書
か
れ
た
童
話
の
小
説
化
、
幼
年
の
読
者
向
け
に
書
か
れ
る
童
話
の
詩
化
な
ど
、
表

現
は
多
彩
に
な
っ
て
い
く
。
童
話
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
組
み
を
用
い
、
未
明
は
ど
の
よ
う

な
読
者
に
対
し
て
も
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
表
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。」

　
『
新
収
童
話
集
』
だ
け
で
な
く
、
小
埜
裕
二
は
、
未
明
研
究
に
お
い
て
、
め
ざ
ま
し

い
仕
事
を
か
さ
ね
て
い
る
。『
人
物
書
誌
大
系
』
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
小
川

未
明
全
童
話
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
二
年
）
は
、『
新
収
童
話
集
』
編
纂
の

準
備
作
業
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、『
解
説
小
川
未
明
童
話
集
45
』（
北
越
出

版
、
二
〇
一
二
年
）、『
新
選
小
川
未
明
秀
作
童
話
50　

ヒ
ト
リ
ボ
ッ
チ
の
少
年
』（
蒼

丘
書
林
、
二
〇
一
二
年
）、『
新
選
小
川
未
明
秀
作
童
話
40　

灯ひ

の
つ
い
た
町
』（
同
前
、

二
〇
一
三
年
）、『
解
説
小
川
未
明
小
説
１
』（
私
家
版
、
二
〇
一
四
年
）、『
新
選　
小

川
未
明
秀
作
随
想
70　

ふ
る
さ
と
の
記
憶
』（
蒼
丘
書
林
、
二
〇
一
五
年
）
と
い
っ
た

編
著
も
刊
行
し
た
。

　

小
埜
裕
二
の
仕
事
を
見
る
と
、
小
川
未
明
を
読
み
直
す
季
節
が
、
も
う
は
っ
き
り
と

や
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
北
国
に
お
そ
い
春
が
お
と
ず
れ
る
よ
う
に
で
あ
る
。
未

明
童
話
の
読
み
直
し
は
、
同
時
に
、
未
明
批
判
を
と
お
し
て
成
立
し
た
日
本
の
現
代
児

童
文
学
の
あ
り
か
た
を
考
え
直
す
こ
と
に
も
な
っ
て
く
る
。
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「
呪
術
よ
み
が
え
る
」
日

　

現
代
児
童
文
学
を
成
立
さ
せ
た
作
品
の
一
つ
、
佐
藤
さ
と
る
の
『
だ
れ
も
知
ら
な
い

小
さ
な
国
』
の
刊
行
後
間
も
な
く
、
石
井
桃
子
が
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
の

報
告
を
と
お
し
て
作
品
を
批
判
し
て
い
る
（「
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
こ
と
」、『
母
の
友
』

一
九
五
九
年
一
二
月
）。
石
井
は
、「
読
ん
で
や
っ
た
り
、
口
で
話
し
た
り
で
き
な
い
お

話
は
、
子
ど
も
に
は
お
も
し
ろ
く
な
い
」
と
考
え
て
読
み
聞
か
せ
を
し
た
の
だ
が
、
佐

藤
さ
と
る
の
ほ
う
は
、
黙
読
で
物
語
を
楽
し
む
十
代
の
子
ど
も
た
ち
を
読
者
と
し
て
意

識
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
音
読
す
る
「
声
」
と
わ
か
れ
た
佐
藤
さ
と
る
以
降
の
現
代
児
童

文
学
は
、
読
者
層
の
中
心
を
年
上
の
子
ど
も
へ
と
移
動
さ
せ
、
黙
読
さ
れ
る
書
き
こ
と

ば
と
し
て
緻
密
化
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
を
深
め
る
こ

と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
児
童
文
学
を
考
え
直
す
と
き
、
こ
の
「
声
」
と
い
う

児
童
文
学
の
身
体
性
の
問
題
は
見
落
と
せ
な
い
。

　

小
川
未
明
の
童
話
は
、「
声
」
と
む
す
び
つ
い
て
い
た
。
古
田
足
日
は
、
未
明
童
話

の
性
格
を
「
近
代
人
の
心
に
よ
み
が
え
っ
た
呪
術
・
呪
文
」
と
し
た
が
（「
さ
よ
な
ら

未
明
」
前
掲
）、「
呪
文
」
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
声
に
出
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。

古
田
は
、「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
書
き
出
し
の
文
章
を
引
き
合
い
に
し
た
。

　
「
人
魚
は
、
南
の
方
の
海
に
ば
か
り
棲
ん
で
ゐ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
の
海

に
も
棲
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

北
方
の
海
の
色
は
青
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
岩
の
上
に
女
の
人
魚
が
あ
が

つ
て
、
あ
た
り
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
休
ん
で
ゐ
ま
し
た
。

　

雲
間
か
ら
洩
れ
た
月
の
光
が
さ
び
し
く
、
波
の
上
を
照
ら
し
て
ゐ
ま
し
た
。
ど
ち

ら
を
見
て
も
限
り
な
い
、
物
凄
い
波
が
う
ね
〳
〵
と
動
い
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

　

古
田
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、「
北
方
」
は
、「
海
」
を
限
定
す
る
こ
と
ば

に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
北
方
」
は
、「
海
」
の
地
理
的
な
位
置
を
説
明
す
る
の
で
は
な

く
、
ひ
た
す
ら
、「
暗
く
さ
び
し
く
孤
独
」（
古
田
）
な
気
分
を
か
も
し
出
す
こ
と
ば
な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ま
さ
に
「
呪
文
」
な
の
だ
が
、「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
を
声
に

出
し
て
読
む
と
き
、
読
者
の
心
を
「
暗
く
さ
び
し
く
孤
独
」
な
気
分
が
満
た
し
て
い
く
。

　
「
さ
よ
な
ら
未
明
」
を
巻
頭
に
お
さ
め
た
古
田
足
日
の
第
一
評
論
集
『
現
代
児
童
文

学
論
』
の
「
あ
と
が
き
」
は
、「
最
近
読
ん
だ
本
の
な
か
で
、
い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
は
、
安
部
公
房
の
「
第
四
間
氷
期
」
と
西
郷
信
綱
の
「
万
葉
私
記
・
初
期
万
葉
」

で
し
た
。」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。「
お
そ
ら
く
こ
の
あ
た
り
に
、
ぼ
く
の
求
め
る
児

童
文
学
の
姿
が
か
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
第
四
間
氷
期
」
で
は
、
現
実

は
奇
妙
な
二
重
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
表
皮
を
は
が
し
て
い
く
と
現
れ
て
く
る
の

は
、
…
…
」
と
述
べ
た
あ
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
人
間
を
と
り
か
え
し
、
新
し
い
時
代
を
作
る
に
は
、
壮
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
す
。「
万
葉
私
記
」
の
世
界
で
は
、
愛
情
も
自
然
に
対
す
る
態
度
も
、
今
の
よ

う
に
わ
い
小
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、こ
と
ば
は
創
造
力
に
満
ち
て
い
ま
す
。ぼ
く
は
ず
っ

と
日
本
近
代
童
話
の
呪
文
的
性
質
の
清
算
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
、
新
し
く

「
呪
術
よ
み
が
え
る
」
日
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

　

古
田
足
日
は
、「
呪
術
よ
み
が
え
る
」
日
と
い
っ
た
が
、
私
は
、
い
ま
、
あ
ら
た
め

て
小
川
未
明
を
豊
か
に
読
み
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
だ
。

〔
付
記
〕『
日
本
近
代
文
学
』
第
91
集
（
日
本
近
代
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
に

掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
児
童
文
学
と
い
う
概
念
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
児
童
文

学
」
と
一
部
内
容
が
重
複
す
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
。


